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第24期第10回常任理事会議事録

日時昭和62年9月11日（金）13：30～17：30

場所気象庁観測部会議室

出席者　山元，関口，竹内，中村，土屋，能登，荒川，

　　　　村上，浅井

議　題

A．報告事項

1・第24期第9回常任理事会議事録の確認について

　　一部修正のうえ確認された．

2．各委員会報告．

　〔庶務〕

　（1）資料にもとづき報告があった．主なものは次のと

おり．

　ア・「日本学術会議だより」第6号の機関誌への掲載

　　依頼．

　イ・「第25回理工学に挙ける同位元秦研究肇表会」の

　　共同主催の依頼．

　ウ．「第12回レーザセンシングシンポジウム」の協賛

　　およぴ機関誌への掲載依頼．

　エ．「地球観測シンポジウム」の協賛および機関誌へ

　　の掲載依頼．

　オ．「第24回秩父宮記念学術賞」授賞候補者の推薦依

　　頼．

　（2）パソコンを事務室に設置した．（8月初め）

　（3）国内会員管理用データベースのソフトを開発中．

　（4）事務局員が来年3月退職する．

　〔会計〕

　資料にもとづき7月分および8月分の収支状況につい

て報告が，あった．．また，気象集誌特別号（NWPシンポ

ジ
．
ウム論文集）出版の収支概算見積について説明があっ

た．

　〔天気〕

　8月号の目次および9月号，10月号の予定内容が示さ

れた．

　〔気象集誌〕

　（1）英文校正（試行）についてのアンケ｝ト回答の結

果について報告があった．この結果にもとづいて英文校

正の実施（案）について10月の理事会に提案したい．

　（2）気象集誌印刷の新しい方法，コンピュ｝タ／レー

ザプリソターによる英文ドキュメソト，印字・版下作成シ

ステムについて説明があった．これを採用するとコス

　1987年11月

ト・時間とも大幅な削減が可能になるので導入を検討し

ていきたい．

　（3）気i象集誌特別居の寄贈先リスト（案）が丞ざわた［

　〔気…象研究ノート〕

　気象研究ノート，は第156～158号が発刊・159号・160号

が印刷中との報告があった．

　〔講演企画〕

　（1）7月31日秋季大会のプ・グラムの編成を行い，そ

の結果，口頭によるもの187編，ポスターセッション20

編となった．

　（2）昭和63年度春季大会、（気象大学校担当）の目程が

昭和63年5月18日～20日に決定した．

　〔教育と普及〕

　第21回夏季大学「新しい気…象学」教室を8月3日～6

日まで総庁講堂翻催した．テーマ嘩象大気獄

態」，参加人員86名．関西支部は第9回夏季大学を7月

28日～30日まで大阪府立労働ヤンターで開催した．テー

マは「新しい天気予報」，参加人員92名．北海道支部は

第5回夏季大学を7月29日～30日まで札幌市青少年科学

館で開催した．テーマは「冬の気i象一皿」，参加人員37名．

　〔学術会議〕

　（1）第14期日本学術会議会員の選出に係る学術研究団

体の登録申請の結果登録された旨の通知があった．

　（2）昭和63年度文部省科学研究費補助金（二段審査に

係るもの）の審査委員候補者の推薦をした．

　〔国際学術交流〕

　国際学術交流基金の外部団体への募金依頼について委

員会で検討の趣意書，全体計画（案）が示された．1Q月

の理事会に提案したい．

　〔総合計画〕

　カナダのパソクー一パーで開催されたIUGG総会に出

席した浅井理事から，会議の概要について報告があっ

た．

　また，1993年に開催されるIAMAP総会の開催国と

して山元i理事長名で立候補の意志表示を行った旨報告が

あった．

B．審議事項

1．会員の新規加入について，

　個人会員桜沢登ほか44名の新規加入が承認された．

2．昭和63年度予算案および事業計画案について
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　資料にもとづいて担当理事から説明があった．今後，

理事会，常任理事会で検討を行いながら最終案を作成す

ることが了承された．

　事業計画案については10月の理事会までに計画案を作

成する．

3。山本賞について

　昭和62年度山本賞受賞候補者の全理事による投票の結

果，賛成多数で林祥介会員に決定した．

4．堀内基金奨励賞について

　「堀内基金奨励賞」の設立について全理事による投票

の結果，賛成多数で設立が承認され，臨時総会に提案す

ることになった．

5．奨励金について

　8月25日（火）に選考委員会を開き，受領者選定規定

に従って，入田央会員（岐阜地方気…象台），三品博会員

（釧路地方地象与），榊原保志会員（東京都目黒区立第二

中学校）の3名を推薦する旨，担当理事から選考経過の

説明と共に理事長に報告があった．これにより規定に従

って選定理由書を付して全理事の投票を行うことが了承

された．

　また，奨励金を増額することが認められ，奨励金候補

者および各賞推薦委員会で具体案を薄討することが了承

された．

6．大会プ・グラム編成方法の一部改正について

　村上担当理事から，より柔軟なプ・グラム編成を可能

にするため，講演申し込みの要領の中で「希望部門の分

類」を「内容の分類」に改めたい旨説明があり承認され

た．

7．委員の交替および追加について

　講演企画委員の交替と追加委員が承認された．

　　交替　新神沢博（国立極地研究所）

　　　　　　旧青木周二（国立極地研究所）

　　追加　　　　広田　道夫（高層気象台）

8．第24期第4回理事会（10月14日）の議題について

　検討の結果，次の議題が承認された．

　（1）昭和63年度予算案および事業計画案について

　（2）国際学術交流基金の募金について

　（3）気…象集誌の印刷方法および英文校正について

　（4）奨励金について

　（5）堀内基金奨励賞について

　（6）臨時総会について

、本だな〆の充実について

　本誌では，情報化時代と言われる現代に適合するよ

う，なるべく多くの情報を掲載するように努力していま

す．その一環として，“本だな”にできるだけ多くの新

刊書の情報を掲載したいと考えております．書評だけで

なく新刊紹介をも含めた形で編集をいたしますので，会

員からの投稿をお願いします．編集委員会宛に1冊寄贈

して下されば，適当な方を選んで書評または新刊紹介を

書いていただくようにいたします．やむを得ない場合に

は，著者・書名・頁数・発行所（書店）・発行年月だけ

でもお知らせ下されば，情報の欄に掲載します．

　　　　　　　　　　　　　　　　（天気編集委員会）

日本学術会議第14期会員候補者の選考について

　気象学会では，標記候補者を選考し，学術会議に昭和

63年2月1日までに届出ます．

　会員内から選考対象者を募集しますので，応募者（自

薦を含む）は昭和63年1月16日（土）までに申込んで下

さい．詳細は12月号にてお知らせします．

　　　学術会議会員候補者および推薦人の選考委員会
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